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2022年 7月 3 日
ねん がつ みっ か

年間第 14主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

パウロはガラテヤの教会への手紙に、「主イエス・キリストの十字架のほかに、誇るも
きょうかい て がみ しゅ じゅう じ か ほこ

のが決してあってはなりません」と記しています。同じパウロは十字架について、コリ
けっ しる おな じゅう じ か

ントの教会への手紙には、次のように記していました。
きょうかい て がみ つぎ しる

「キリストがわたしを遣わされたのは、洗礼を授けるためではなく、福音を告げ知らせ
つか せんれい さず ふくいん つ し

るためであり、しかも、キリストの十字架がむなしいものになってしまわぬように、言葉
じゅう じ か こと ば

の知恵によらないで告げ知らせるためだからです。（1コリント 1 章 17節）」
ち え つ し しょう せつ

福音を告げるものが「言葉の知恵に」頼っていては「キリストの十字架がむなしいもの」
ふくいん つ こと ば ち え たよ じゅう じ か

となると告げるパウロは、その十字架こそが、信仰者の唯一の誇りであるのだと強 調
つ じゅう じ か しんこうしゃ ゆいいつ ほこ きょうちょう

しています。

信仰者の唯一の誇りである十字架とは一体なんでしょうか。それは、神ご自身が自ら
しんこうしゃ ゆいいつ ほこ じゅう じ か いったい かみ じ しん みずか

創造されたいのちに対して、ご自分のいつくしみの心を、ご自身をいけにえとしてささ
そうぞう たい じ ぶん こころ じ しん

げるという目に見える具体的な行動としてあらわした、主の愛の心そのものです。
め み ぐ たいてき こうどう しゅ あい こころ

ルカ福音には、イエスが 72人を任命し、「ご自分が行くつもりの全ての町や村に 2人ずつ遣
ふくいん にん にんめい じ ぶん い すべ まち むら ふたり つか

わされた」と記されていました。福音を告げるようにと遣わされた宣教者は、神の支配
しる ふくいん つ つか せんきょうしゃ かみ し はい

の確立である平和を告げしらせ、その告知は病人のいやしという具体的な行動を伴っ
かくりつ へい わ つ こく ち びょうにん ぐ たいてき こうどう ともな

ていたことが記されています。同時に福音を告げるようにと遣わされることはたやすい
しる どう じ ふくいん つ つか

ことではなくて、「 狼 の群れに小羊を送り込むようなもの」と主ご自身が言われるよ
おおかみ む こ ひつじ おく こ しゅ じ しん い

うに、いのちの危機をも意味する数多の困難を伴う生き方です。まさしく主ご自身が
き き い み あま た こんなん ともな い かた しゅ じ しん

十字架を持って具体的にあかしをされたように、福音を告げしらせることも命懸けの
じゅう じ か も ぐ たいてき ふくいん つ いのち が

具体的な愛のあかしの行動であります。
ぐ たいてき あい こうどう

信仰者は、すべからく福音を告げるようにと派遣されています。わたしたちは全て、福
しんこうしゃ ふくいん つ は けん すべ ふく
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音宣教者であります。イエスは「ご自分が行くつもりの全ての町や村」へと弟子たちを
いんせんきょうしゃ じ ぶん い すべ まち むら で し

派遣されました。その町や村は一体どこでしょうか。もちろんすべてのいのちを創造さ
は けん まち むら いったい そうぞう

れ、この世界を創造された御父にとって、そのいつくしみはこの世界のすべてのいのち
せ かい そうぞう お ちち せ かい

に対して向けられています。ですから、するべき事は山積しているのです。福音が伝わ
たい む こと さんせき ふくいん つた

っていない町や村は、わたしたちの周囲を見ただけでも、いくらでもあるではありませ
まち むら しゅう い み

んか。ですから、「収穫は多いが、働き手は少ない」とイエスは言われます。いま、そ
しゅうかく おお はたら て すく い

の働き手が必要です。
はたら て ひつよう

働き手は誰でしょうか。誰か特別な人が司祭や修道者になれば、それで済むことなの
はたら て だれ だれ とくべつ ひとり し さい しゅうどうしゃ す

でしょうか。召命を語ることは、ひとり司祭・修道者の召命を語ることにとどまるの
しょうめい かた し さい しゅうどうしゃ しょうめい かた

ではなく、すべてのキリスト者に対する召命を語ることでもあります。司祭・修道者
しゃ たい しょうめい かた し さい しゅうどうしゃ

の召命があるように、信徒の召命もあることは、幾たびも繰り返されてきたところで
しょうめい しん と しょうめい いく く かえ

す。

第二バチカン公会議の教会憲章に、こう記されています。
だい に こうかい ぎ きょうかいけんしょう しる

「信徒に固有の召命は、現世的なことがらに従事し、それらを神に従って秩序づけな
しん と こ ゆう しょうめい げん せ てき じゅう じ かみ したが ちつじょ

がら神の国を探し求めることである。自分自身の務めを果たしながら、福音の精神に導
かみ くに さが もと じ ぶん じ しん つと は ふくいん せいしん みちび

かれて、世の聖化のために、あたかもパン種のように内部から働きかけるためである」
よ せい か だね ない ぶ はたら

（31）

弟子を 2 人ずつ遣わされたイエスは、ともに歩む教会の姿をそこに明示します。互い
で し ふ た り つか あゆ きょうかい すがた めい じ たが

に耳を傾けあい、互いに支え合い、互いに道を歩み続ける 2 人の弟子は、今共に道を歩
みみ かたむ たが ささ あ たが みち あゆ つづ ふたり で し いまとも みち あゆ

む教会に変わろうとしているわたしたちへの模範です。福音をあかしする人生をともに
きょうかい か も はん ふくいん じんせい

歩みましょう。
あゆ


